
本様式は参考例です。項目が同じであれば、独自様式でも構いません。

愛知郡広域行政組合

入札参加資格審査申請用任意様式集（建設）



商号又は名称

技術職員 資　格 参加希望 採　用 監 理 技 術 者 所　属
区　　分 コード 工　　事 年月日 資格者証交付番号 営業所

1 1  2  3

2 1  2  3

3 1  2  3

4 1  2  3

5 1  2  3

6 1  2  3

7 1  2  3

8 1  2  3

9 1  2  3

10 1  2  3

11 1  2  3

12 1  2  3

13 1  2  3

14 1  2  3

15 1  2  3

16 1  2  3

17 1  2  3

18 1  2  3

19 1  2  3

20 1  2  3

21 1  2  3

22 1  2  3

23 1  2  3

24 1  2  3

25 1  2  3

26 1  2  3

27 1  2  3

28 1  2  3

29 1  2  3

30 1  2  3

1

2

技 術 職 員 調

生年月日
現住所

（市町村名まで）
番
号

氏　　　　名

監理技術者（技術職員区分「1」に該当する技術者）については、監理技術者資格者証の表裏両面の写及び監理技術者講
習修了証の写しを添付してください。（いずれも審査基準日において有効なものであること。）

登録する本店、支店又は営業所の常勤技術者を記入のこと。



商号又は名称

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

千円 千円 年 月

年 月

件 千円
合計

工 事 名

工事

注 文 者
元請又は
下請の区別

工　　事　　経　　歴　　書

（建設工事の種類）

着 工 年 月

完成又は完成予定年月

請 負 代 金 の 額

うち（　　　　）
配 置 技 術 者 氏 名

工事場所のある都道府県
名（滋賀県内工事について

は市町名）



別記様式　４

　　　法第７条第２号のイ又はロに該当する方及び資格コード表に年数が記載された資格者について作成

　添付書類 　　してください。

　　　許可申請において専任技術者に該当している方は、省略することができます。

実　　務　　経　　験　　経　　歴　　書

下記のとおり、実務の経験を有することに相違ないことを誓約します。

             　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　 商号又は名称

許 　可 　番 　号 第 号

（技術者の）

住　所

氏　名 印
（生年月日　　　年　　　月　　　日　　　才）

記
　　　　建設工事の種類

工事

使用された 職　　名 実　　務　　経　　験　　の　　内　　容 実　　務　　経　　験　　年　　数
事  業  所

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

　　年　　月から　　　年　　月まで

合　計 満　　　　年　　　　月

１．

２．

３．

※　

高　卒　者 高等学校 科 年 月卒業

大　卒　者 大学 学部 学科 年 月卒業

１人の方が実務経験で担当できるのは２業種までで、それぞれの業種について法第７条第２号ロ該当とする場合は、
最低でも20年以上の建設工事に関する職務経験が必要です。

 　　（記載要項）
「実務経験の内容」欄には、使用されていた期間において携わった建設工事の具体的な工事名を１年につき１件記入
してください。（それぞれの工事の完成年度が重複しないようにしてください。）

「合計」欄には、現在までのすべての経験年数を記入してください。

法第７条第２号のイに該当する方（指定学科卒業者）は以下も記入してください。



番号 支店・営業所名 郵便番号 所在地 電話・FAX番号

1 本表は、申請日現在で作成すること。
2 「支店・営業所名称」欄には、常時契約を締結する本店又は支店・営業所の名称を記載すること。
3

20 -

19 -

18 -

17 -

16 -

15 -

「電話・FAX番号」欄には、上段に電話番号を、下段にFAX番号をそれぞれ左詰めで記載すること。

-11

12 -

13 -

14 -

-10

-9

-8

-7

-6

-5

-4

-3

-2

支店・営業所一覧表

-1


